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16.5%

45～49歳

18.5%

50～54歳

18.3%

55～59歳

11.0%

60歳以上

10.0%

(n=480)

高石市女性の就労実態調査報告書 
【概要版】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査の目的 

「第２次高石市男女共同参画計画」並びに「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」に基づく「市

町村推進計画」の策定にあたり、市内の事業所に勤める女性の就労等に関する意識や実態を把握し、計画策定

の基礎資料とするとともに、今後の男女共同参画施策を効果的に実施するために活用することを目的として、今

回の調査を実施しました。 

 

調査の概要 

○調査対象 市内事業所で就労している女性労働者（1,060 人） 

○調査方法 高石市事業所人権教育推進連絡協議会加入事業所を通じて女性労働者へ配布依頼し、郵送に

て調査票を回収しました。 

○調査期間 平成 28 年 7 月 1 日～7 月 20 日 

○調査内容 ・仕事について 

・職場環境について 

・家庭や生活全般について 

○回収数 480 票（回収率 45.3％） 

 

属性 

       回答者の年齢                 回答者の就労形態 

  

アンケートでわかったこと 

・女性が出産後も離職せず働き続けるためには、「保育所や放課後児童クラブなど、子どもを預

けられる環境の整備」が必要だと考える人が 8 割を超えています。 

・職場におけるハラスメントでは、パワーハラスメントの見聞きや被害が多く、パワーハラス

メントを今の職場で見聞きした人は 34.8％、経験した人は 15.6％、セクシュアルハラスメ

ントを今の職場で見聞きした人は 19.6％、経験した人は 9.0％となっています。 

・回答者の 6 割以上が仕事と家庭生活の両立に負担を感じています。 



 いずれもない

 今の職場で見聞き
したことがある

 以前の職場で見聞き
したことがある

 今の職場で被害を
受けたことがある

 以前の職場で被害を
受けたことがある

19.6
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セクシュアルハラスメント

パワーハラスメント

マタニティハラスメント (n=480)

 家事・育児支援サービスの充実

 男女双方の長時間労働の改善を
含めた働き方の改革

 働き続けることへの女性自身の意識改革

 育児や介護による仕事への制約を理由とした
 昇進・昇格への不利益な取扱いの禁止

 保育所や放課後児童クラブ（あおぞら児童
 会）など、子どもを預けられる環境の整備

 女性が働き続けることへの
周囲の理解・意識改革

 男性の家事参加への理解・意識改革

 職場における育児・介護との
両立支援 制度の充実

 短時間勤務制度や在宅勤務制度などの導入

 介護支援サービスの充実

80.8

55.0

51.0

48.1

31.9

31.7

30.0

27.5

22.9

22.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

  (n=480)
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20.6 41.7 18.1 15.4 4.2
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  (n=480)全体

とても感じる どちらかと

いえば感じる

どちらかと

いえば感じない

ほとんど感じない 無回答

女性が働き続けるために必要なこと 

問 あなたは、女性が出産後も離職せずに同じ職場

で働き続けるために、家庭・社会・職場におい

て必要なことは何だと思いますか。（○はいく

つでも） 

 

女性が出産後も離職せずに同じ職場で働き続け

るために必要なことは、「保育所や放課後児童クラブ

（あおぞら児童会）など、子どもを預けられる環境整

備」が 80.8％で特に高く、これに「女性が働き続ける

ことへの周囲の理解・意識改革」（55.0％）、「男性の

家事参加への理解・意識改革」（51.0％）、「職場に

お け る 育 児 ・ 介 護 と の 両 立 支 援 制 度 の 充 実 」

（48.1％）が 5 割前後で続いています。 

 

 

職場におけるハラスメントの見聞きや被害経験 

問 あなたは、職場におけるハラスメントの見聞きや被害

を受けた経験がありますか。次のそれぞれについてお

答えください。（それぞれ○はいくつでも） 

 

職場におけるハラスメントの見聞きや被害を受けた経験

は、パワーハラスメントの割合が高く、見聞きしたことがある

経験は今の職場 34.8％・以前の職場 20.0％、また被害を受

けた経験は今の職場 15.6％・以前の職場 11.5％となってい

ます。セクシュアルハラスメントでは、見聞きの経験は今の

職場19.6％・以前の職場15.0％、被害を受けた経験は今の

職場 9.0％・以前の職場 6.9％となっています。 

 

仕事と家庭生活の両立の負担感 

問 あなたは、仕事と家庭生活の両立に負担感を感じていますか。（○は１つ） 

 

仕事と家庭生活の両立に負担を感じている人

（「とても感じる」と「どちらかといえば感じる」の合

計）は、全体では 62.3％で、世話の必要な子ど

もがいる人では特に高く 78.9％となっています。 
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